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平面上に三角形 OABがある．この平面上の点 Pに対し，
−→
OP = s

−→
OA + t

−→
OBとお

く．実数 s, tが 2s + 3t = 6を満たしながら動くときの点 Pの軌跡を直線 l1 とし，

s+4t = 4を満たしながら動くときの点Pの軌跡を直線 l2とする．直線 l1と直線OA，

OBとの交点をそれぞれ C，Dとし，直線 l1 と直線 l2 の交点を Eとする．

(1)
−→
OE = ア

−→
OA+ イ

−→
OBである．

(2) CE
CD

= ウ である．

(3) 三角形 ACEの面積は，三角形 OABの面積の エ 倍である．
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【答】
ア

12
5

イ

2
5

ウ

1
5

エ

4
5

【解答】

l1 :
−→
OP = s

−→
OA+ t

−→
OB, 2s+ 3t = 6は

−→
OP = s

3
(3
−→
OA) + t

2
(2
−→
OB), s

3
+ t

2
= 1

と変形されるから，Pは 3
−→
OA，2

−→
OBの終点を結

O A C

D

B

E
T

ぶ直線上を動く．3
−→
OAの終点は直線 l1 上かつ直

線 OA上の点であるから Cであり，2
−→
OBの終点

は直線 l1 上かつ直線 OB上の点であるから Dで
ある．

l2 :
−→
OP = s

−→
OA+ t

−→
OB, s+ 4t = 4は

−→
OP = s

4
(4
−→
OA) + t

−→
OB, s

4
+ t = 1

と変形されるから，Pは 4
−→
OAの終点と Bを結ぶ直線上を動く．

Eは l1 と l2 の交点であり，右図を得る．

(1) Eは l1 と l2 の交点であるから s, t は{
2s+ 3t = 6

s+ 4t = 4

を満たす．解くと

s = 12
5

, t = 2
5

であり

−→
OE = 12

5

−→
OA+ 2

5

−→
OB …… (ア，イの答)



2

(2) (1)より

−→
OE =

12
5
3

(3
−→
OA) +

2
5
2

(2
−→
OB)

= 12
15

−→
OC+ 1

5

−→
OD

である．Eを通り OAと平行な直線と直線 OBとの交点を Tとすると

CE
CD

= OT
OD

= 1
5

…… (ウの答)

(3) △ACE，△OABの底辺を AC，OA とみると，底辺の長さの比は

AC : OA = 2 : 1

高さの比は

OT : OB = 2
5

: 1

であり

△ACE
△OAB

= 2× 2
5

= 4
5

…… (エの答)

• △ACE，△OABの面積を△OCDの面積で表すと

△ACE = 1
5

× 2
3
△OCD = 2

15
△OCD

△OAB = 1
2

× 1
3
△OCD = 1

6
△OCD

であるから

△ACE = 2
15

× 6△OAB = 4
5
△OAB


